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第２四半期累計業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

平成 27 年４月 14 日に公表いたしました平成 28 年２月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値に差異が

生じましたのでお知らせします。 

記 

 

１． 平成 28 年２月期第２四半期(累計)期間業績予想数値と実績値との差異 

(平成 27 年３月１日～平成 27 年８月 31 日) 

  
営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

50,000 

百万円 

1,010 

百万円 

1,050 

百万円 

550 

円銭 

49.76 

今回実績(Ｂ) 52,000  1,337  1,374  736  66.53  

増減額(Ｂ－Ａ) 2,000  327  324  186  ― 

増減率(％) 4.0  32.4  30.9  34.0  ― 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 27 年２月期第２四半期) 
48,922 1,225 1,267 700 58.83 

 

２． 差異の理由 

当第２四半期累計期間の業績については、雇用環境や賃金の改善等外部環境が下支えとなる一方で、

当社においては、店舗の新設や既存店のリニューアルを着実に実施するとともに引き続き販売促進企画

としてポイントカード会員の増強等に努めた結果、売上高は対前年同期比 6.3％の増加、既存店売上高は

対前年同期比 3.5％の増加となりました。また、売上高およびその他の営業収入を加えた営業収益は前回

予想比 4.0％の増加となりました。この増収に伴い、営業利益・経常利益・四半期純利益はいずれも増益

となり、それぞれ前回予想を上回る結果となりました。 

(平成 27 年２月期より決算期(事業年度の末日)を２月末日に変更しておりますので前年同期比は参考値

となります。) 

 

３． 今後の見通しについて 

平成 28 年２月期通期の業績予想につきましては、業種・業態を超えた店舗間競争が引き続き続いてい

ることに加え、原材料価格の上昇や生鮮食品の相場変動等、先行き不透明な状況が続くことも予想され

ることから、平成 27 年４月 14 日に開示した業績予想は修正せず据え置くこととさせていただきます。 

 

以 上 


